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スケージュー)J，博士及びドツチイ博士の北海道訪問

忍 路海 jjl11:. It:げる

スケ ージ J ← Jレ博士

百世実盤貴所を，的れ，磯採取を行い，翌 3日

は.~~~の海泌研究所を訪れ， 月l反来日 の

希望を述べ 11月4日千五出空港より雌ill

した。

~と 悶のハワイ大学の ドツチイ 同士

(Maxwell S， DOTY， University of Ha-

waii， Honolulu 14， (J. S. A.)は今夏 7月

カナ グ|到 のブリティシュコ ロムピア

大学のスケージュールf¥fi土!RobertF. 

ScAGEl， Department of Biology and 

Botany， University of British Colum-

bia， Vancouv巴r，B. C.)はパンコックへ

の旅行の帰途，昨年 11月 1LJ ~;L似 ~n ， ヨ1

2 1:1北海道大学B/I学部Il:来初，山国 ・H寺

田教授と倣談後，fkl問を利 して，出路l臨

海部研究所 l乙於ける

ドッテイ 博 士

28日本し樹新，本学を訪問，山間 ・時回数佼と交欲，翌 29日室IIMi，厄必研究所を訪問，30 1:1 

千威発線道した。
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